Ⅱ   結  果  の  概  要
２  市 町 別 人 口
（１） 総 人 口

  推計人口を市町別にみると、浜松市が791,191人で最も多く、次いで静岡市の706,553人と続き、この両市で県人口の40.5％を占めている。

  前年に比べ人口が増加したのは3市町で、増加数は藤枝市の315人が最も多く、増加率では袋
井市の0.28％が最も高くなっている。

  一方、人口が減少したのは32市町で、減少数は静岡市の3,149人が最も多く、減少率では西伊豆町の3.00％が最も高くなっている。
図 ７　市町別人口増減率（平成26年10月1日現在　対前年比）

[image: image1.emf]順位 増   加 　数  （人）　 順位 増　 加 　率　 （％） 順位 減 　少   数  （人）　 順位 減 　少　 率　 （％）

1 藤枝市 315 1 1 袋井市 0.28 3 1 静岡市 3,149 2 1 西伊豆町 3.00 2

2 袋井市 242 3 2 長泉町 0.27 1 2 浜松市 2,246 1 2 川根本町 2.25 3

3 長泉町 115 2 3 藤枝市 0.22 2 3 沼津市 2,087 3 3 下田市 1.99 10

※当年増加市町数　3 4 富士市 1,367 5 4 松崎町 1.91 1

※前年増加市町数　4 5 焼津市 1,014 6 5 伊豆市 1.86 7

（注）

　  内の数字は前年の順位

6 牧之原市 832 8 6 牧之原市 1.78 9

7 伊豆市 604 11 7 東伊豆町 1.76 6

8 伊東市 602 9 8 小山町 1.67 5

9 三島市 597 19 9

南伊豆町

1.45 4

10 磐田市 551 4 10 熱海市 1.44 12



表 ３　人口増減の大きい市町
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（２） 自 然 動 態

5市町で増加し、増加数は袋井市が176人で最も多く、増加率では長泉町が0.30％で最も高くなっている。一方、30市町で減少となり、減少数は静岡市が2,147人で最も多く、減少率では西伊豆町が2.02％で最も高くなっている。

表 ４　自然増減の大きい市町　　

[image: image2.emf]順位 増   加 　数  （人）　 順位 増　 加 　率　 （％） 順位 減 　少   数  （人）　 順位 減 　少　 率　 （％）

1 袋井市 176 1 1 長泉町 0.30 1 1 静岡市 2,147 1 1 西伊豆町 2.02 3

2 裾野市 131 4 2 裾野市 0.24 3 2 沼津市 1,002 2 2 川根本町 1.55 5

3 長泉町 126 2 3 袋井市 0.21 2 3 浜松市 708 6 3 熱海市 1.46 4

4 御殿場市 94 3 4 清水町 0.19 5 4 伊東市 628 3 3 松崎町 1.46 1

5 清水町 62 5 5 御殿場市 0.11 4 5 熱海市 559 4 5 南伊豆町 1.35 2

※当年増加市町数　5 6 焼津市 439 11 6 東伊豆町 1.23 6

※前年増加市町数　6 7 伊豆市 345 7 7 下田市 1.20 7

（注）

　  内の数字は前年の順位

8 島田市 332 5 8 伊豆市 1.06 9

9 富士市 331 9 9 伊東市 0.90 10

10 下田市 287 8 10 河津町 0.73 8


（３） 社 会 動 態

6市町で増加し、増加数は藤枝市が494人で最も多く、増加率でも藤枝市が0.34％で最も高くなっている。一方、29市町で減少となり、減少数は浜松市が1,538人で最も多く、減少率では牧之原市が1.20％で最も高くなっている。

表 ５　社会増減の大きい市町
　　[image: image3.emf]順位 増   加 　数  （人）　 順位 増　 加 　率　 （％） 順位 減 　少   数  （人）　 順位 減 　少　 率　 （％）

1 藤枝市 494 1 1 藤枝市 0.34 1 1 浜松市 1,538 1 1 牧之原市 1.20 5

2 函南町 112 - 2 函南町 0.29 - 2 沼津市 1,085 2 2 小山町 1.12 1

3 袋井市 66 - 3 伊豆の国市 0.12 4 3 富士市 1,036 4 3 御前崎市 1.02 2

4 伊豆の国市 57 4 4 袋井市 0.08 - 4 静岡市 1,002 6 4 西伊豆町 0.98 4

5 伊東市 26 - 5 伊東市 0.04 - 5 焼津市 575 5 5 吉田町 0.96 3

6 熱海市 10 5 6 熱海市 0.03 3 6 牧之原市 560 9 6 森町 0.87 11

※当年増加市町数　6 7 裾野市 460 10 7 裾野市 0.86 9

※前年増加市町数　5 8 御殿場市 399 8 8 伊豆市 0.80 10

（注）

　  内の数字は前年の順位（「－」は減から増へ変化）

9 磐田市 372 3 9 下田市 0.78 20

10 御前崎市 340 11 10 川根本町 0.70 8


図 ８　自然・社会増減率による市町の分布
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（４） 年 齢 構 成

年齢3区分別の構成割合をみると、年少人口割合が最も高いのは長泉町の16.65％、最も低いのは熱海市の7.30％で、その差は9.35ポイントとなっている。

生産年齢人口割合が最も高いのは御殿場市の62.87％、最も低いのは西伊豆町の45.99％で、その差は16.88ポイントとなっている。
老年人口割合が最も高いのは川根本町の45.86％、最も低いのは長泉町の20.71％で、その差は25.15ポイントとなっている。

表 ６　市町別年齢構成割合
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順位 順位 順位

1 熱海市 7.30

1

1 西伊豆町 45.99

1

1 長泉町 20.71

1

2 川根本町 7.60

2

2 川根本町 46.54

2

2 袋井市 21.67

2

3 西伊豆町 8.38

3

3 南伊豆町 47.26

3

3 御殿場市 22.15

3

4 東伊豆町 8.86

4

4 松崎町 48.34

4

4 裾野市 22.90

4

5 松崎町 9.60

7

5 熱海市 49.00

5

5 吉田町 23.39

5

6 伊豆市 9.85

5

6 東伊豆町 50.36

7

6 清水町 23.62

6

7 下田市 9.97

6

7 河津町 50.38

6

7 菊川市 24.79

7

8 南伊豆町 10.14

8

8 伊東市 50.98

8

8 掛川市 24.88

9

9 伊東市 10.48

9
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8

10 河津町 11.25

10

10 伊豆市 53.76

10

10 富士市 25.03

10

（注）   内の数字は前年の順位

（１）　上 位 １０ 市 町

（単位：％）

年　少　人　口 生 産 年 齢 人 口 老　年　人　口

（２）　下 位 １０ 市 町

（単位：％）

年　少　人　口 生 産 年 齢 人 口 老　年　人　口


図 ９　市町別老年人口割合（平成26年10月1日現在）
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（単位：歳）


（５） 平 均 年 齢                        表 ７   市町別平均年齢
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平均年齢が最も高いのは、
川根本町の57.8歳、最も低い
のは長泉町の42.2歳で、その
差は15.6歳となっている。
　　　 
３  県 計・地 域 圏 別 年 齢 構 成 割 合 の 推 移

平成26年10月1日現在の年齢３区分別の構成割合を地域圏別にみると、年少人口割合が最も高いのは「志太榛原・中東遠地域」と「西部地域」の13.9％、最も低いのは「伊豆半島地域」の10.1％となっている。

生産年齢人口割合が最も高いのは「東部地域」の60.9％、最も低いのは「伊豆半島地域」の52.0％となっている。
老年人口割合が最も高いのは「伊豆半島地域」の37.9％、最も低いのは「東部地域」の25.5％となっている。
　　なお、老年人口割合を平成22年国勢調査時と比べると、「県計」は3.3ポイント増、「伊豆半島地域」は4.8ポイント増、「東部地域」は0.3ポイント増、「中部地域」は5.6ポイント増、「志太榛原・中東遠地域」は3.5ポイント増、「西部地域」は2.7ポイント増となっている。
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各市町ごとのグラフは統計表に掲載。
４  外 国 人 人 口
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 総 人 口

平成26年10月1日現在の本県
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の外国人人口は、45,608人で前年
に比べ1,125人減少し、減少率は
2.4％となっている。
男女別にみると、男20,513人、
女25,095人で、性比は81.74と
なっている。

本県の総人口に占める割合は、

1.23％で、前年より0.03ポイント
低下した。
（２） 市 町 別 人 口
外国人人口は、浜松市の11,610人が最も多く、外国人人口全体の25.46％を占めている。

前年に比べ外国人人口が増加したのは10市町で、増加数では袋井市の63人が最も多くなっている。

一方、前年より減少したのは23市町で、減少数では浜松市の516人が最も多くなっている。

市町総人口に占める外国人の割合は、中東遠地域及び西部地域で高くなっている。
表 ９　市町別外国人人口
[image: image5.emf]順位 外 国 人 人 口 （人） 　 増 加 数 （人）

1 浜松市 11,610 1 菊川市 3.29 1 袋井市
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 減 少 数 （人）


　　　　　　　　　　（注）　　内の数字は前年の順位
図 １１　市町別外国人人口割合（平成26年10月1日現在）






















表 ８　外国人人口の推移














※外国人人口には国籍不明の者は含まない。
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